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はじめに

Crohn病 は消化管のあらゆる部位に発生す るとさ

れる。今回われわれは,発 生部位 としてきわめてまれ

な,直腸および虫垂に限局した CrOhn病 を経験 したの

で報告する。

症  例

症例 1(84005):32歳 ,男 性.

主訴 :便秘.

現病歴 t1983年9月 ごろより,高 度の便秘出現.同

年11月ごろより,便 柱の狭小化および便への血液付着

を認めた。同年12月上旬,近 医で直腸狭窄を指摘され,

当科紹介入院.

現症 :身長170cm,体 重63.5kg,栄 養状態良好。眼

球強膜,眼 険結膜に異常なし,胸 部異常なし.腹 部は,

平坦・軟で圧痛なし。腫瘤を触知せず.直 腸指診にて,

歯状線より3cm口 側に下端を有する全周性の腫瘤を

触知す。示指通過不能,

入院時検査成績 !貧血なく,血 液生化学検査に異常

なし。CaFcinoembryonic antigen(CEA)も 正常.

注腸 X線 所見 !下部直陽,第 4仙 椎上縁 より下方

に,長 さ約5cmに および全周性狭窄を認める (図 1).

狭窄部より口側の直腸粘膜に異常を認めない。
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図 1 注 揚 X線 所見 i下部直腸に長さ約5cmに およ

ど全周性狭窄を認める.

直腸生検組織所見 :直腸鏡による数回の生検では,

固有筋層に線維化および慢性炎症性細胞浸潤がみられ

るが悪性所見なし.

直腸鏡所見 :肛門縁 より3cm口 側に病変の下縁を   以 上の検査所見から直腸癌が否定できず,1984年 1

みる。病変部の粘膜はほぼ正常.全 周性狭窄のため,   月 23日直腸切断術を施行した。

直腸鏡の日側への挿入は不可能,             摘 出標本 :肛門縁 より2.5cmの 部か ら長 さ約5cm

におよど全周性の隆起性病変を認めた(図2).病 変部

より口側の粘膜に異常を認めなかった。

病理組織学的には直腸壁全層に, リンパ球,形 質細
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図 2 輸 出標本 !肛門縁より2 5cmの部から長 さ約5

cmに およぶ全周性の隆起性病変を認めた.

図3 病 理組織学的所見 1直腸壁全層に, リンパ球,
形質細胞を主体とする慢性炎症性細胞浸潤がみら

れ,非 乾酪性類上皮細胞肉芽腫をともなっていた。

(×100,HE染 色)

胞を主体 とする慢性炎症性細胞浸潤がみられ,類 上皮

細胞肉芽腫をともなっていた。また,肉 芽腫周囲に多

数の リンパ球浸潤がみられたが悪性の所見はなかった

(図3)。以上より, 日本消化器病学会クローン病検討

委員会の診断基準1)を満足する直腸 CrOhn病 と診断し

亨(1.

症例 2(84179)127歳 ,女 性.

主訴 :右下腹部痛.

現病歴 :1984年2月 ごろより,右 下腹部痛あるも放
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図 4 注 腸 X線 所見 !盲腸左側に,左側からの圧排像

を認めた。

置。同年 3月 ごろより,右 下腹部に鶏卵大の腫瘤を触

知するようになる。同年 5月 上旬,心 寓部痛と37℃の

発熱も出現し,慢 性虫垂炎の診断で入院.

現症 !身長158cm,体 重50kg,栄 養状態良好.眼 球

強膜,眼 険結膜に異常なし.胸 部異常なし.腹 部は平

坦・軟,右 下腹部に4×3cm,表 面平滑で弾性硬の腫瘤

を触知.McBurney圧 痛点(±).直 腸診で異常を認め

ない。

入院時検査成績 t貧血なく,自血球増多なし(5,800/

mm3).血 液生化学校査にも異常なし.

注腸 X線 所見 :盲腸左側に左側からの圧排像あ り,

虫垂は造影されなかった。その他の結腸に異常所見は

なかった (図4).

超音波所見 :右下腹部の腫瘤に一致 して,3× 3cm

の嚢胞像を認めた (図 5).

以上の所見より,虫 垂周囲膿瘍をともなった急性虫

垂炎の診断で開腹 した。

手術所見 t淡黄色腹水を少量認めた。腫瘤に一致す

る部に,腫 大した虫垂を認めた。膿瘍は認めなかった。

虫垂切除術を施行した,

摘出標本 :摘 出した虫垂全体に壁の肥厚が著明で

あった(図 6).病 理組織学的には虫垂壁全層に,慢 性

炎症性細胞浸潤がみられ,類上皮細胞,Langhans型 巨

細胞 よりなる非乾酪性肉芽腫を散在性に認めた (図

7 ) .
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図 5 超 音波所見 !右下腹部の腫瘤に一致して,3× 3

cmの 裏胞像を認めた.

図 6  摘 出標本 :虫垂全体に壁の肥厚が著明であっ

ブそ= .

以上より, 日本消化器病学会クローン病検討委員会

の診断基準Dを満足する虫垂 CrOhn病 と診断した。

考  察

Crohn病 は消化管のあらゆる部位に発生す るとさ

れるが,そ の多 くは回腸,結 腸および両者の混合型で,

これらの症pllのように,直 腸および虫垂に限局 したも

のはまれである。直腸に限局するCrohn病 は狭窄をと

もない,生検で CrOhn病 の診断がつかないため癌を否

定できず,手 術される症例が多 く,ま た再発率も低い

ことより,そ の報告が少ないと考えられる.欧 米では

直腸 CrOhn病 の 1例 と虫垂 CrOhn病 の 1例       日 消外会誌 21巻  8号

図 7 病 理組織学的所見 :虫垂壁全層に,慢 性炎症性

細胞浸潤がみられ,類上皮細胞,Langhans型 巨細胞

よりなる非乾酪性肉茅腫を散在性に認めた.(×100,

HE染 色)

1 9 7 5 年F a r m e r ら2 ) が
, c r O h n 病6 1 5 例中

“
a n O r e c t a l

patternルを示 したもの21例 (3.4%)を 報告している.

その後,1979年 Williansらゆは CrOhn病 433例中
“
iso‐

lated anorectalinvolvement"を有 した48例 (11%)に

ついて報告 し,直腸狭窄が13%に みられたとしている。

本邦では1968年以降 9症 例ゆ～11)の直腸 CrOhn病 の報

告があ り,本 症例が10例日である。主訴は本症例を含

めて10例中 9例 までが排便困難または使秘である。治

療は10例中 9例 に手術が施行され,保 存的療法を行っ

た症例は 1例 にすぎない。また 9例 中,術 前診断が確

定されていたものは 2例 のみで, 7例 は術後の病理組

織学的検索で診断されている。手術術式 としては,本

症例を含めて直腸切断術が 5例 ,pullthrough法が 2

例,前 方切除が 1711,人工肛門が 1例 である。虫垂

Crohn病 は1953年に Meyerdingら 1りによって報告 さ

れて以来,1970年 代 に報告1。があいつ ぎ,1979年 の

Yangら 1つの14例,1982年 の Lindhagenら 19の12例を

含めて60例に近い。本邦では1978年の 5例 の報告
1の～1'

にはじまるが,そ の後1981年太田2の
,1983年高見21ち

稲

葉
221,1984年

有吉ら2めの報告をあわせても約10例にす

ぎず, しかも病理組織学的検索の行われている症例は

少ない。多 くは本症例 とおなじく,虫 垂炎および盲腸

周囲膿瘍の術前診断で虫垂切除術が施行され,術 後の

組織診断で CrOhn病 と診断されている。そのため,切

除虫垂の病理組織学的検索がなければ,そ の再発率の

低さより,Crohn病 と診断されない例 も多 く,再 発は

約10%と され,Lindhagenら lDによると予後 は良好

で, したがって長期追跡調査ができた12例では再発を
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みていない。虫垂切除術後,二 次的切除手術追加の必

要は少ないが,Ewenl。や Lockhart,Mum■ eryら 2つの

報告によると,虫 垂 CrOhn病 では盲腸や近接腸管が侵

されることがあるともいわれ,術 後長期にわたる経過

観察が必要 と考 えられる。

結  語

術後の病理組織学的検索で診断を確定できた直腸お

よび虫垂の Crohn病 それぞれ 1例 を経験 したので,文

献的考察を加えて報告 した。

本症例の要旨は,第 9回 日本大腸肛門病学会九州地方会

(昭和59年12月2日 )に おいて発表した。
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